
 

 

 

 

 

 猛暑と熱帯夜が続いています。昼間のこまめな水分補給とともに、しっかり栄養をとること、そして夜は、ぐっすり

眠って体力を回復できるよう、クーラーや扇風機を上手に使ってください。 

 

令和5年8月1日 

梨の花保育園 

梨の花レインボールーム 

 

 

８月ほけんだより 

熱中症はどうして起こる？？ 

気温が高い 

皮膚から熱が放出されにくくなります 

 

湿度が高い 

汗が蒸発しにくくなります 

 

水分不足 

体内の循環が悪くなって熱を放出しに

くくなる 

 

急に暑くなった 

体が暑さに慣れていない為、熱の放出が

うまくいかない 

涼しい場所に寝かせる 

水分をとる 

日陰やクーラーの効いたところ

など、涼しい場所に移動し、衣類

をゆるめてらくにさせます。湿っ

たタオルなどで体を拭き、うちわ

であおぎます。首、脇の下、足の

付け根に冷やしたタオルや冷却

シートなどをあてて、体を冷やし

ます。 

少量の水分を数回に分け

て与えます。多量の水は

嘔吐をするので避け、電

解質の入っている経口補

水液を与えましょう。 

こんな症状が出たら 

医療機関へ 

・唇が乾いている。 

・尿の量が少ない。 

・顔色が悪く、 

呼びかけに応えない。 

・体温が40℃を超えて 

いる。 

・けいれんを起こして 

いる。 

熱中症の対処法 

夏かぜ 

大人の夏かぜは症状が穏やかな場合が多いのです

が、子どもの場合は症状が重くなることがあります。

プールを介して感染することが多い「プール熱」や、

口内炎のできる「ヘルパンギーナ」、手・足・口に水ほ

うができる「手足口病」などは、子どもがかかりやす

いウイルス性の夏かぜの代表格で、症状の変化に注

意が必要です。高熱が出て嘔吐などが見られる時

は、医療機関を受診しましょう。予防法は、冬場とあ

まり変わりません。部屋の乾燥を防ぎ、手洗いをしっ

かり行い、ビタミンＣをしっかりととって規則正しい

生活を心がけましょう。 


